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ーッセイ

鎖国時代の翻訳そして現在

東京工業大学教授 AAMT会 長 田中 穂積

 鎖 国 政策 をとった江戸 幕府 は、外 国か らの情 報 を

完 全に シャッ トア ウ トしたわけではない。 日本か ら

異 国に向けて開かれた唯 一の窓口は、中国 を除 きオ

ラ ンダー国であ り、それ も厳 しい制約 の もとでの交

易 が許 されていたにす ぎない。 この ように細 々とし

たチ ャネルではあったが 、長崎 の出島のオ ランダ商

館 か らもた らされる異 国の情報 に幕府 は耳 をそばだ

てていた。異 国か らもた らされる情 報が幕府に とっ

て重 要な ものであるこ とを認識 していたか らである。

8代 将 軍吉宗 が漢訳洋書 の輸 入制 限を緩 和 し、青木

昆 陽 らにオ ランダ語学 を学 ばせ たこ とは、吉宗が新

しい物好 きの好奇心 の旺盛 な人柄 である ことに加え

て、必 要に迫 られてのこ とで あったに違 い ない。

 オ ラ ンダ商館 か らは蘭書 も手 に入る ようにな り、

細 々 とではあるに して も西洋 の さまざまな知識が 日

本 に流 入す る。 それ とともに蘭学 が発展 し、医学、

薬学 、天文学 、暦学 、植物学 、地理学 、数学、化学 、

兵学 な ど多岐にわたる知 見が 日本に もた らされた。

幕 府は さらに蛮書和解御用 とい う機関 を設置 し、そ

こで洋 書の翻訳 にあた らせ西洋 の科学技 術の吸 収に

一層努 める
。蛮書和解御用 は 日本 における文献翻訳

セ ンターの第一号 とよぶべ きものである。

 蘭書の日本語翻訳に対する蘭学者の寄与は勿論大

きいが、長崎奉行所 とオランダ商館 との意志交換を

行 うための通訳者、通詞の存在を無視することはで

きない。オランダ人と直接接触する機会の少なかっ

た大坂や江戸在住の蘭学者と違って、彼 らは長崎で

直接オランダ人に接触 していたので、優れた通詞の

オランダ語に関する知識は蘭学者のそれを上回って

いたと思われる。実際彼 らは通訳だけでなく蘭日辞

書の編纂や蘭書の翻訳にも従事 している,,万 有引力

の法則や地動説を日本にはじめて紹介したのも長崎

通詞の志筑忠雄であった,,

江戸時代 と言えば解体新書の前野良沢 ・杉田玄白

に触 れない訳 にはいか ない。江戸詰めの 中津 藩医で

あった前野良沢は 、医学の 知識 を さらに深め るため

蘭書 が 自由に読め るよ うにな りたい と して、齢Q7に

してオラ ンダ語 を学ぶ 目的で 長崎への遊学 を決意す

る。 これは、江 戸の蘭学者か らの蘭学修得 には限 界

が あるこ と、長崎 にい る大通詞 に直接蘭語 を教 えて

もらいたかったこ と、 そ しておそ ら くは オランダ人

に も直接 会いたか ったか らか も しれ ない、,

 長 崎滞在 中の彼 は、 ドイツ語か らオランダ語 に訳

された解剖 書 「ターヘ ル ・アナ トミア」 をオランダ

商館 員か ら1770年 に手 に入れ る,,日 本初の臆分け を

見学 して山脇 東洋 が著 した 「蔵志」 とよばれ る人体

解剖 図がす でにあったが、「ターヘ ル ・アナ トミア」

の解剖図 がそれ とは 異なることを知る,,'rlaに 戻 っ

てか らその翻訳 の準備 と して、以前 にもま して オラ

ンダ語の研究 にいそ しむ、、友 八であった玄白 も偶 然

この 書を手に人れてお り、意気投 合 した:人 は彼 ら

の弟 子 とともに、 この 書の翻訳 に精力的に取 り!Lむ 、、

玄白は翻訳 チームの リー ダと しての資質は優れてい

たが 、語学の研究 に打 ち込 む姿勢に欠け るところが

あった。寝 食を忘 れ最後 まで粘 り強 く翻訳に取 り組

んだのは良沢 であった、,医学独特の 専門用語の翻訳

に苦 しめ られ なが ら、,

 「解体新 潜」 は前野良沢のdllの 滲 む翻訳作 業の結

果 に負 うところが大 きい。 にもかかわ らず 「解体新

書」 の訳 者に良沢 の名は ない,,翻 訳結 果に満 足せ ず

訳 者の一 人 となるの を固辞 したか らである,、玄白は

「解体新 書」 の出版 後 オランダ語研 究か ら離 れる、,

一方 良沢 はオラ ンダ語の研 究 をさらに究 め、医学 以

外の 蘭書 の翻訳 に も没頭す る,,こ のあた りの 匡1事情 は

占村昭 著 「冬 の鷹」 に詳 しし㌔ 玄白は晩 年名医の名

をほ しい ままにす る,,と ころがn村 の筆は、完ぺ き

主義 で妥協を許 さず偏狭 なところ もある良沢 にあ く

まで優 しい、、
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 「冬の鷹」からは、専門用語蘭日対訳辞書がない

状態での翻訳作業の困難 さや、翻訳の原点が言語の

研究にあること、通訳者からの教えも重要であるこ

とが読み取れる。これらは現在の機械翻訳システム

開発者にとっても共通 して言える事柄ではないだろ

うか。幸いなことに言語の研究や専門用語辞書の整

備は当時と比べ ものにならないほど進んでいる。蘭

日機械翻訳 システムが今あれば、それと彼らの翻訳

結果とを比べてみたい気 もする。

 随 想 風の巻頭言 になって しまったが、 ここで話題

を変 え る。AAMTに とっ て今年 最大 の イベ ン トは、

9月 にシンガポールで 開催 される第7回MTサ ミッ

トであ る。辻 井潤一委 員長 の組織す るプ ログラム委

員会が、大変魅力的 な内容 をプログ ラム に盛 り込ん

でい る、、このサ ミッ ト参加 者は21世 紀 に向けた機械

翻訳 システムの新 しい予兆 を感 じるこ とがで きるだ

ろう。サ ミッ ト開催者 の一 人 として、世界各国、特

にアジアか ら是非 多数 の参加者 を得 て会議 を実 りあ

るもの に したい もので ある。

MT Summit

MT Summit v旺

アジア太平洋機械翻訳協会

    会長 田中 穂積

 ア ジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)は 、来 年の9月 に第7回 機械 翻訳 国際 会議 「MT Summit V皿」 を シ

ンガポールで開催い た します。

 日本が提唱 して始 まった 「MT Summitは 、1987年9月 に箱根で第1回 会議 を開催 したあ と、2年 ご と

にア ジア太平洋地域 、 ヨー ロッパ 、アメ リカの順で 開かれ、グローバ ルな機械翻訳 の発展 と交流 に大 きな

成果をあげて参 りました,,

 今 回 の会議 はテーマ を 「MT in the Great Translation Era」 といた しま した、,世界的 な大翻訳時代 を迎 え、機

械 翻訳に対す るニーズ と期待が 高 まるなかで 、私 たちは何 を研究 開発 しどんな情報 とサー ビスを提 供 して

い くべ きか、広 くユ ーザ ーや市場の 方々 にも参加 いただ き、新 しい時代 の方針 を論議 してい きたい と計画

してお ります、、

 こ の会議が実 り多い もの となる よう格別の ご支援 ご協 力をお願 い申 しあげ ます。

1.会 議の名称  MT Summit V皿(第7回 機械翻訳国際会議〉

2.主 催 アジア太平洋機械翻訳協会

3.後 援 通商産業省 (予定〉

4.協 力 杜団法人日本電子工業振興協会

財団法人国際情報化協力センター

5.協 賛

  社団法人日本翻訳連盟

  社団法人日本翻訳協会

  社団法人情報処理学会

  社団法人電壬情報通信学会
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社団法人人工知能学会

財団法人日本情報処理開発協会、

言語処理学会

テクニカルコ ミュニケーター協会

6.会 期

  1999年9月13日(月)～17日 (金)の5日 間

9月13日

 14日

 15日

 16日

 17日

月

火

水

木

金

Tutorials

Conference・Exhibition

  〃         〃

  〃

Workshop

〃

Reception

Banquet

7.会 場

  シ ン ガ ポ ー ル

  シ ン ガ ポ ー ル 国 立 大 学 内Kent Ridge Digital Labs

8.参 加 予定人員お よび出展予定数

  参 加200名(内 訳:欧 米50名 、 シ ンガポール50名 、

  出 展30社(内 、 日本か ら10社)

日本50名 、 他のア ジア各国50名)

9.予 算 の概 要

  収 入お よび支出は シンガポー ルの ローカルオーガナ イジ ングコ ミッテ ィが担 当,,

  予 算 は概算で74,000シ ンガポー ル ドル、約555万 円 の予定。

10.MT Summit V皿組 織 委員会

   名 誉 委員長 長 尾 真

委員長

副委員長

委 員

      京 都 大学 総 長

田中穂積  東 京工業大学大学院情報理工学研究 科 教 授

辻井潤一  東 京大学大学 院理学系研究科情報科学専攻 教 授

Dr. Low Hwee Boon シ ンガポールKent Ridge Digital Labs

小谷泰造

丸山 武

吉川英一

浅田 篤

岡村 正

松香茂道

三木弼一

牛尾真太郎

田中達雄

野村浩郷

石崎 俊

111崎 章

小紫正樹

株式会社インターグループ 代表取締役

富士通株式会社 代表取締役副社長

日本電気株式会社 常務取締役

シャープ株式会社 常任顧問

株式会社東芝 取締役上席常務

株式会社日立製作所 専務取締役

松下電器産業株式会社 取締役

沖電気工業株式会社 常務取締役

社団法人日本電子工業振興協会 専務理事

九州工業大学情報工学部知能情報工学教室 教授

慶応義塾大学環境情報学部 教授

財団法人国際情報化協力セ ンター 専務理事

財団法人国際情報化協力セ ンター シンガポール事務所長
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酒 井 保 良  株 式 会 社 国 際 電 気 通 信 基 礎 技 術 研 究 所 代 表 取 締 役 副 社 長

勝 田 美 保 子 社 団 法 人 日 本 翻 訳 連 盟 会 長

Dr. Tong Loong Cheong シ ン ガ ポ ー ルKent Ridge Digital Labs

Prof. Choi Key-Sun 韓 国KAIST

Pro「Zaharin Yusoff マ レ ー シ アUniversity Sains Malaysia

Prof. Huang Changning 中 国Tsinghua University

Dr, Su Keh-Yih 台 湾Behavior Design Corporation

Dr. Wu Dekai香 港University of Science&Tcchnology

11.MT Summit W実 行 委 員 会

委員長

副委員長

資金財務担当

宣伝広報担当

展示担当

会員調査団担当

渉外担当

広報協力

IAMT行 事担当

関西地区担当

広報協力

雨宮弘和

森本秀樹

奥平捨男

種子田暁夫

樋口和雄

菅野 淳

山畑征四郎

野村勇一

永田淳次

福持陽士

高橋省三

株式会社東芝

富士通株式会社

株式会社 日立製作所

日本電気株式会社

社団法人日本電子工業振興協会

松下電器産業株式会社東京支社

株式会社 インターグループ

社団法人日本翻訳連盟

沖電気工業株式会社

シャープ株式会社

財団法人国際情報化協力センター

12.MT Summit vnプ ロ グ ラ ム 委 員 会

委員長

委 員

辻井 潤一

伊藤 悦雄

梶  博行

亀井真一郎

松井くにお

森本 秀樹

飯田  仁

白井 諭

東京大学 教授

株式会社東芝

株式会社日立製作所

日本電気株式会社C&Cメ デ ィア研究所

株式会社富士通研究所

富士通株式会社

株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所

株式会社ATR音 声翻訳通信研究所

霧
 

電

へ
  ＼

ψ

蒙
込墨,
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論説

音声翻訳のための言語処理
         株式会社 エ イ ・テ ィ・アール音声翻訳通信研究所

            白井 諭 隅田英一・郎 柏岡秀紀 山田節夫

1.は じ め に d.音 声 認識結果 には誤 りが含 まれるこ とがある

 エ イ ・テ ィ ・アール音声翻訳通信研 究所では、人

が喋 った言葉 をコン ピュー タが外 国語 に翻訳 し喋る

システムの実現 を目指 し、基礎技 術の研 究 を行 なっ

ている。要素技 術 と して、人が喋 った言葉 を聞 き取

る音声認識、聞 き取 った言葉 を他 の言語に翻訳 する

機械翻訳、翻訳 された言葉 を音声 と して出力する音

声合成、 これ らの処理 を統合管理 する音声言語統 合

処 理の4つ の構築 を進めて きた。1998年10月 末 、旅

行 会話 を対象 と して 日英お よび英 日の翻訳 をほぼ実

時間で行な うプ ロ トタイプシステムの開発に成功 し

た。

 音 声認識(ATR-SPREC)は 、不 明瞭 な発声で も

認識で きる音響 モデル を提 案 し、高精度 の音声 認識

が可能であ る。機械 翻訳(TDMT)は 、 話 し言葉特

有の言い回 しとその対訳 文に基づ いてパ ター ンと用

例 をデー タベー ス化 し、 これ と入力文の類似性 を調

べ なが ら、覚えてい る表現 を使 い適切 に翻訳す る。

音 声 合成(CHATR)は 、音声 デー タベ ー スの中 か

ら適切 な音 声波 形 を選択 し、必 要に応 じて信号処理

を行な うことに よ り、極 めて高品質の合成音声 を生

成する。この とき、音声認識 で得 た話 者の発声 の特

徴 パラ メー タも反映 されるため、 女性 が喋 れば女性

の音声 を合成す る。

 以 下、本稿では音 声翻訳 を実現 するために開発 し

た機械 翻訳 を含む言語処理 について述べ るU

 音 声翻訳 を通 して会話 を行 な う場 合、喋 ってか ら

その翻訳が合成音声で聞 こえる まで に長い時間 を要

しては会話は成立 しな くなる,,ま た、喋 ってい る言

葉には詳細 に分析す ると文法的 に間違ってい る表現

も少な くないが、その状態で会話は成立 してい る、,

す なわち、文法的 に誤 った 表現で もそれ な りの翻訳

がで きるこ とが必要 になる、,そこで、変換 主導翻訳

(TDMT)を 提 案 し、これ らの問題解決 を図った,、

 会 話は面 前の相 手との間で成立する ものであ り、

両 者の了解 事項 は改めて発話 されないこ とが 多い、,

特 に 日本語 の発話では、 「誰が」 や 「何 を」が省略

されるため、英語 など}こ語や 目的語の省略 が許 され

ない言語へ の翻訳は難 しい,,会 話を対 象に、 これ ら

の省略 要素を 自動的 に補完する技 術を実現 した、,

 また、音 声認識結果 には認識誤 りが含 まれるこ と

がある,,記 述文翻訳では、 しば しば前編 集や後編集

が行 なわれるが、会話翻訳 にはその ような介入は不

可 能で あ る,,TDMTで は 覚 えてい る表現 を使 い回

して翻訳す るが、誤 りが含 まれる とき、覚 えている

表現 との類 似性 が低い とい う現 象が生 じるこ とがわ

かった。 そこで、その類似性 に基づ いて正 しい と推

定 される部分だけ を翻訳する部分翻訳処理 を実現 し

た。

3.変 換主導翻訳

2.音 声翻訳における言語処理の課題

 音声会話の認識結果を翻訳対象とすると、記述文

を翻訳する場合に比べ、次のようなことが特に問題

となる。

a.ほ ぼ瞬時 に翻訳 される必 要がある

b.文 法 的に誤っている表現が 多 く含 まれる

c.前 提事項 は言わないため断 片的 な表現が 多い

 変換 主導 翻訳(TDMT)と して、実際 に出現 した

表現 を模倣 して翻訳するこ とによ り、文法 的に間違

った表現 であって も翻訳するこ とがで きる方法 の実

現 を目指 した,,す べ ての表現 をあらか じめ 登録す る

のは不 可能 であるため、特徴 的な表現 を 一・般 化 して

登録す る事前学 習 を行なっている 例 えば、 「中国

の河」 は 「XのY」 とい うパ ター ンに ・般 化す る 、

一般化す る と元の意味 が失われるので 、このバ ター

ンに実 際の 表現 「中国の河」 とその対訳 「river in

一5一



China」 を 一緒 に登録す る。翻訳 システ ムに文が 入

力 され るとその表現 に当てはまるパ ター ンを検索 し、

そのパ ター ンに登録 されている表現 の うち入力 され

た表現 と意味的 に最 も近い表現 を選択 し、選択 され

た表現 を真似て訳文 を作成す る。

 「京都 に到着する時間を教 えて くだ さい」 とい う

文が 入力 された場合、次 の ように して訳 文が生成 さ

れる、,まず 「京都 に到着す る」のパ ター ン「XにY」

に着 目す る、,このパ ター ンには 「大阪 に着 く」「3時

に着 く」「友 人に会う」「ひどい 目に遇 う」 などの表現

が登録 されているとす る。 シソー ラス を用い ること

に より 「京 都に到着す る」に意味 的 に近い もの と し

て 「大 阪に着 く」 を選択 する。その対訳 「arrive in

Osaka」 を模倣 して 「arrive in Kyoto」 を生成す る。

以 下、 「到着す る時間」 に着 目 し 「the time when」

を 、 「時間 を教 えて」 に着 目し 「tell(me)the time」

を 、 「教 えて くだ さい」に着 目 して 「please tell(me)」

を順 に生成 する、,これらを文法規則 に従 って組み合

わせる ことに より、最終的 に 「Please tell(me)the

time when(D arrive in Kyoto」 と翻訳す る。

 多 くの翻訳 システムで は規則型の翻訳方式 に基づ

いてお り、文法 規則 に基づいて解析 ・変換 ・生成 を

行 なっている,,翻 訳 システム を改良す るには、特 に

変換性 能 を向上 させ る必 要があ る。規則型 翻訳 では

翻訳失敗 を生 じた原 因 となってい る文法規則 の改 良

を必要 とするが、安 易に規則 を追加す る と想定外 の

表現に適用 され思わぬ副作用 を招 く恐 れが大 きく、

専門家が十分に副作用等 を検証す るこ とが必用 条件

とな ってい る、,これ に対 して、TDMTで は 変換 の

単位 となるパ ター ンを見 いだすの に必 要な解析 と上

述の生成には文法規則を用い るが 、変換 はパ ター ン

ごとに登録 された翻訳例 に基づい て実行 される,、従

って、翻訳例 を追加することによ り、比較的容 易に

システムの性 能向 ヒが達成 される、,

4.省 略格要素補完

 前 節 の翻訳において、「Please tell(me)the time when

(1)arrive in Kyoto」 の括弧 を付 した部分 は、入力文

「京都 に到着す る時 間を教 えて くだ さい」 には含 ま

れてい ない、,日本語 の表現 と して はこれ らを言わな

いのが 普通であ り、英語 の表現 と しては必ず 言わな

ければ ならない、,これ らの要素を推定す る技術が必

要となる。

 翻訳の実例は、このような要素が盛 り込まれた状

態で表現 されている。従って、対訳文からどのよう

な場合に何を補えばよいかを規則として抽出するこ

とが考えられる。 しか し、そのような規則を手作業

で収集するのは容易ではないので、効率よく収集す

る方法が望 まれる。そこで、自動学習の手法を応用

して、対訳文から欠落 している要素を推定するため

の決定木(判 定規則と適用順序を体系化 したもの)

を作成し、それを使って必要な要素を推定する方法

を考案した。

 旅行会話の対訳データベースを用いた評価実験に

よれば、話し手、欠落要素のある動詞、尊敬などの

待遇表現などを手がか りとした場合、決定木の作成

に使用 していない文に対 して、文の主語では80%以

上を正 しく補完できるようになった。 また、間接 目

的語等に対 しても同様に補完で きる。

5.部 分 翻訳

 現 在の音声認識技術で はすべ ての会話 を正 しく聞

き取 ることは難 しい ため 、認識結果 には誤 りが含 ま

れ ることがあ り、 それ に どのよ うに対応 するかが音

声翻訳の成否 を決め る1つ の課題 である。 しか し、

人間同士が会話す る場 合に も聞 き誤 るこ とはあるが、

聞 き返 した り、聞 き取 れた ところを手がか りに して

全体 を推測 した りす るな どによ り、会話は続 け られ

る。音声翻訳 を通 して 人間が 会話す る場 合で も、聞

き返 しは 人間が 自由に行 な うこ とが で きる。 そこで、

音声翻訳 と して は、正 しく聞 き取 れた ところだけ を

翻訳す ることによ り、会話 を継続 させ る ことを目指

した。

 「ホテ ルを予約 したいんだけ ど」 と発話 された場

合、 これ を正 しく認識 で きれば、例 えば 「1'dlike to

reserve the hotel」 と翻訳す るこ とが で きる。 ここで

「ホ テル」 を 「蛍(ホ タル)」と聞 き間違 えた場 合、

その まま訳す と、翻訳 としては正 しくて も意味不 明

となって しまう。 しか し、 「蛍」が 間違 いである と

判定で きれば 、その部 分を外 した 「予約 したいんだ

けど」 を翻訳 し、 「rd like[o reservc」 を伝 えるこ

とによ り、不完全で はあるが会話 を続 けるこ とが で

きると考えられ る,,

 音声 認識で は、ある単語 の次 に どのよ うな単語が
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現 れるかを予測 しなが ら認識 を行 なっている。 その

ため、単語の認識誤 りがあ って も、単語のつ なが り

自体 は自然 な もの となってい る。全体 を通 してみて

初め て不 自然であ ることがわか る。変換主導翻訳 で

は、前述の ように、パ ターンごとに用意 された実際

の翻訳例の うち最 も類似性の高い翻訳例 を真似 て翻

訳す る。 このパ ター ンは比較的広範囲の表現 を眺め

て いると考 えることがで きる。

 す なわち、認識誤 りが含 まれ ると、パ ター ンの一

部分だ け類似性 が低い とい う現象が現れ る。例 えば、

用例 と して 「部屋 を予約 したいん だけ ど」「1'dlike to

reserve the room」 が 登録 されてい る場合、 「部屋」

と 「蛍」の類似性は低いが、残 りの部分 「を予約 し

たいん だけ ど」の類似性 は高い(こ の例で は一致 し

てい る)。

 そ こで、 この類似性の低い部分 を誤 りと判定す る

ことに した。 これ によ り、「1'dlike to reserve_」(,..

は誤 りがあると判定 され翻訳 されなかった部分)が

出力できるようになった。

    表1:変 換主導翻訳による翻訳率

翻訳率(文単位)

翻訳時間(平均)

日英 英 日 日韓 韓 日 日独 日中

78.5%85.0%94.5%90.4%75.5%(開 発中)

0.4秒0.3秒0.3秒0.4秒0.6秒

6.お わ りに

 変換主導翻訳は多言語翻訳にも適用可能である。

現在、日英、英日のほか、日韓、韓日、日独の翻訳

に適用するとともに、日中翻訳の開発を実現 した(図

1、 表1)。 現在、翻訳品質の向上を目指 し、翻訳例

の追加を進めている。

 今後は、正 しく認識されたと判定された部分だけ

を翻訳する部分翻訳を一歩進め、本当はこのように

発話されたはずだと推測する誤 り修復を試みる予定

である。

遜嚢艦縫臨糠灘量窪灘
騨 灘 曇 ㈱ 轄灘撚 糊 雛 鱗   欝繋蜂鐡 縷灘翻灘鍵襲蕪灘 難 韓灘 蕪鯉

図1 変換主導翻訳による多言語翻訳システム
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技術卑分かり

省 略 補 完 技 術

NTTコ ミュニケー シ ョン科学研 究所 中岩浩 巳

1.は じめ に

 通 常 、日本語 などの 自然言語では、相手 が容 易に

推測出 来る要素は、冗長な表現 となるこ とを避 ける

ため に文 章上表現せずに、省略 される場 合が多 くあ

ります。 しか し、 この ような 自然 言語 における省略

現象の出現傾向は、その言語 の種類 に よって異 な り

ます。 たとえば、 日本語 と英語 を比較 してみ ます と、

日本語では、主語や 目的語 な どの格 要素は頻繁 に省

略 され る傾向 にあるのに対 して、英語 では、格 要素

を明示す る必要のある場 合が ほ とん どです、,例えば、

次の新聞記事の 日英対訳例文(1)で は 、

(1)〈 第1文>NTTは 新 型交換機 を導 入す る,,

  "NTT will introduce a new model switching

   system.

〈 第2文 〉(φ1が)自 己診断機能 を搭 載、

     (φ2が)200シ ス テム を設置 する予定 だ。

 ‐・"The new model switching system isequipped with

   aselfchecking function and NTT is planning to

   install200 systems.'

第2文 の前 半の主語(φ1)と 後 半の一k語(φ2)が

省 略 されてい ますが 、その英訳文では 、各々の省略

要素に相 当する部分 それ ぞれが、"The new model

switching system"、"NTT"と 明 示的 に翻訳 されてい

ますくJです か ら、機械翻訳 において この ような言語

間の省略傾 向の違 いを克服 し、自然で適切 な訳 文を

生成するために、省略 された 要素 を補完す る技術が

大変重要 とな ります,,

 さて 、この省略補完技術ですが、機械翻訳 システ

ム中で実現す ることを考 える と、い くつかの特徴的

な機能 を備 える必要が出て きます,、具体的 には、機

械 翻訳 では、次の3種 類の機能を備 えた ものが望 ま

れ ます、,

(a)翻訳 す る必要のある省略 箇所 を認定する技 術

 これ は、本 当に明示的に翻訳が必 要 となる省略 箇

 所 が どこか を認定する技 術です、,これに よって、

 訳 出が不 要な省略箇所に省略 補完 処理 を適 用す る

 無 駄 をな くす とともに、省略 補完 処理 が必 要 とな

 る省略箇所を少なくすることで省略補完処理の失

 敗による誤訳箇所を少なくすることが出来ます。

(b)省略箇所に省略 された要素を補う技術

 これは、(a)で認定 された訳出必要な省略箇所の補

 完要素を認定する技術です。日英機械翻訳では、

 特に主語や目的語などの格要素が頻繁に省略 され

 るので、格要素の省略補完技術が特に重要となり

 ます。

(c)補われた要素を適切な表現に翻訳する技術

 これは、(b)で補完 された要素を、その前後の情報

 を参考にして、適切な訳語表現に翻訳する技術で

 す。これによって、補完 した要素を冗長でない自

 然な表現で翻訳することができます。

 ここでは、日英機械翻訳で特に重要となる格要素

の省略補完技術に着目し、以上3種 類の要素技術に

ついて、機械翻訳システム中で実現するという観点

から解説 していきたいと思います。

2.機 械 翻訳 からみ た解析必要 な省略箇所 の検 出G1

 こ こでは 、日英機械翻訳 システムで 省略 箇所 を検

出する際 に考慮 しなけれ ばならない3種 類 の点 につ

いて解説 します。

2.1 日本 語表 現 と英語表現の発想の違い

 機械 翻訳で省略箇所 を検出す る場 合には、その省

略箇所が、 日本語表現 と英語表現の発想の違 いに よ

る表現 の しかたの違い によ り補完が不 要な もの があ

ります,,た とえば、

(2)<第1文>A社 は2月1日 、ハー ドデ ィスク装

置 を発売す る,,

 →"Company A will put on sale the hard disk device

from February 1."

〈 第2文 〉(φ が φを)月4百 台生産する。

 →"φ がproduce 400 unit ofφ をper month.°

とい う、文章の 第2文 では、用言 「生産する」 の主

語 とkl的 語が省略 されてい ます。 しか し、 より自然

な表現で 、英語 に翻訳す るためには、この 文は、

(3)〈 第2文 〉 月 産は4百 台だ、、
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 →"Monthly production is400 units."

とい うよ うな表現 に書 き替えたほ うが自然 な英訳 と

なる とともに、 「生 産す る」 の主語 と目的語 の省略

へ の補完処理 をす る必 要がな くな ります。 このよ う

な表現 の場 合には、被 翻訳文 の構 造解析時 に、英語

的な 日本語構造 に書 き替えたうえで[2](原 文 自動書

き替 え)、省略箇所 を検索す るこ とによって、補完処

理 が必 要か ど うかの切 り分 けがロ∫能 とな ります。

2.2 日本 語 と英語の構文構造の違い

 日本語で は必須格 となる格 要素で も、英語 に翻訳

す ると任意格 となるような用 言が存在 します。 たと

えば、

(4)A(施 設)でB(動 物)を 飼 う

  "At A, B are being kept."

と い う表現 は、 「飼 う」の主語(が 格)が 省略 され

ていますが 、日本語で}三語が な くて も、"Araise B."

と い う表現で翻訳す ることが 可能です。 この ような

表現で翻訳す るため には 、翻訳 システムの構文解析

に用い る格パ ターンを、英語用 言の訳語毎 に用意 し

て 、日本語解析時 に英語の構 文構造 を決定 してお く

ことが有効です[3]団 、,これ によって、英語で必須格

とならない要素 は日本語では必須格 と判断 しないの

で 、省略箇所の検出がIE確 に行 なえます,,

2.3 日本 語 と英語の態の違い

 日本語で は省略 されてい る要素で も、よ り自然 な

英語 に翻訳 をす るため には、態 を変換す ることによ

って、訳出が不 要となる場 合があ ります、,例えば、

●日本文が受動態化 されてい る文

 この場合 、英語 表現 と して も受動態化す ることに

 よ って、補完が必 要な省略箇所 を限定で き ます。

●日本語で は受動態 となる表現が 、英語で は能動態

 と なるような!il か ら なる文

例 えば、

(5)AがB(文 書)に 掲 載 され る,,

と いう表現 は、 「AをBに 掲 載す る」の受 け身 表現

であ り、 「掲 載す る」の}三語(が 格)が 省略 されて

い ますが 、英語では 、日本語での 主語が な くて も、

"A
appcar in B"と い う表現で翻訳す るほ うが 日本

語のニ ュアンスに近い訳が生成で きます。 この よう

な場 合には、翻訳 システ ムの構 文解析 に用い る格パ

ター ンを、英語の用法別 に川意 して、 日本語解析時

に、受 け身の様相 を伴 った場 合の必須格 要素 を英語

の表現で必須格 となる要素のみ に制限す ることによ

って、照応解析が必要となる省略箇所が限定できま

す。

 以一ヒの3種 類の条件を用いることによって、訳出

が必要なため補完処理の必要な省略箇所が自動認定

できます、、

3.日 本 語格省略要素 への補完技術

 こ こでは、E]本 語文中で省略 された要素に対 して、

どの 要素 を補完す れば よいか認定す る処理 である省

略補完技術 につ いて述べ ます、,本技術 は、機械 翻訳

だけでは な く、様 々な自然ri語 処理で も重要な技術

であ るため 、従来 か ら様 々な方法が提案 され てい ま

す[5ユ'[91。こ れ らの従来 の省略補完 方法 は大 き く、

助詞や特定の動詞 の タイプなどの比較的 表層的 な情

報 を用い たタ イプ と、文の流れや、実際 に起 こ り得

る動作の流れ をルール化 した規則(プ ランや スク リ

プ ト)を 導 入 した タイプに分け られ ます,,機 械翻訳

への応用 を考えた とき、前者は利用する情 報が 表層

的な もの に限 られ てい るため、解析精度の面で問題

があ ります、,例えば、前述 した(1>の 例 では、第1文

の主語が助詞 「は」 によって1三題 となってお り、第

2文 は、前 半の文 章の主語 と後 半の 文}の}そ 語が省

略 されてい ますが 、これ らの2つ の省略箇所の うち、

前者は前 文の 目的語で ある 「新 型交換機」が 、後 者

は前 文の主語であ る 「NTT」 が 補完 要素 となってい

ます、,この ように、文章中 にi三題化 された要 素が1

つ だけ しか存在 しない場合で も、そのi=.と な った

要素が省略箇所への補完 要素となる とは限 りません 、

この様な場合 には、主題 となっているか否かの情 報

だけでは な く、 もっと文の意味の情 報を導 人す るこ

とが必要 とな ります,,ま た、従 来r法 の内、後者は、

常識や世界モ デルなどの膨 大な知識 を前提 に システ

ムが構築 されてい るので 、幅広い分野のテキ ス トを

対象 と した実用 レベ ルでの翻訳 システムに適用す る

にはあ らか じめ用意す る知識のll;:が非現 実的な規模

とな り、その実現 はきわめて困難であ ります,,

 と ころで指示 され る側の 要素 によって分類する と、

機械 翻訳 システムで解析が必要 とな る省略箇所は次

の ような3種 類 に分け られ ます、、

(ア)補 完 要素が 文';呈中の他の 文に存在する省略 箇

   所(文 間照応) :例 えば、(1)の1列 文

(イ)補 完 要素が同 ・文[ノ」に存在する省略 箇所(文

   内 照 応) :f列 えば、
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(6)彼 は 方程式 を解 いて(φ が)答 えを出 した。

 → 凸凸He solved the equation and calculated the answer."

(ウ)補 完 要素が 文章中に存在 しない省略箇所(文

   章外 照応):例 え ば、

(7)(φ が 〉東 京に行 きたい()

  "1want to go to Tokyo."

これ ら3種 類の省略 箇所 に精度 良 く補完す るために

は、個 々の省略箇所の種類に よる特徴 を活 用 した省

略補完手法 を用いる必要があ ります、,また、これ ら

3種 類の省略格 要素 に補完するための補完 ルールは、

相互矛盾が起 きない ように、ルールの適用順序 を考

慮す る必要があ ります,,

 こ こ では 、分 類 した用 言の意味 属性[10]、 様 相 表

現 、接続表現 を用いて、 これ ら3種 類 の格要素の省

略箇所の補完 要素を決定する機械 翻訳 に適 した省略

補完手法 を紹介 します、,この方法 は、機械 翻訳 シス

テムの ように対象分野 を限定 する ことが出来ない文

章 を対象 とす る場合で も、分類 したカテゴ リを用い

た翻訳対象分野 とは独 立 したルールを記述すれば よ

いので 、少 ない知識 量で省略 補完 処理 が出来 ます,,

3.1 日本 語省略格 要素 の文 間補完技術[11]

 本節 で は、補完 要素が文章中の別の文に現 れ る省

略格 要素への補完 手法 を紹介 します。

3.1.1 新 聞 記事文 での省略現象の傾向

 例 文(1)の よ うな、補完 要素が別の文に現 れ るタイ

プの格 要素省略現象が頻繁 に出現 する新聞記事文30

記事 の リー ド文、102文 を対 象に して、格 要素 省略

箇所(93件)と その補完 要素の出現位 置 を調査 して、

この タイプの傾向 を分析 してみ ま した。その結果、

第1文 に補完 要素が現れ る省略格要素の数が全体の

86%(80件 〉、この うち、第2文 以降の省略 箇所の補

完 要素が第1文 にあ る例が71件(76%)に ものぼ り

ました,,こ れは 、新聞記 事では第1文 が記事全体の

概 要を示す 重要 な情 報を含む ことが多いので、その

格 要素が補完要 素となる傾向の強いこ とを示 してい

ます、,また 、主語が省略 されているが、その補完 要

素が助詞 「は」でj-flyと なった格要素や主語 ではな

い場 合が15件(16%)も あ る ことか ら、主題化 され

た格 要素か ら補完要素 を選択 する手法 や、助 詞の種

類 によって補完 要素の優 先順 位を1長定 する手法 だけ

で は、補完 要素 を選択 す るための情 報 としては不 卜

分 であ ることが分か りま した,,さ らに、この15件 の

例 を詳細 に見てみ ます と、補完 要素を支配するのは

「結成 する」「発売す る」「開設す る」 と言 うような、

目的語 の要素を新 しく場 面 に導入す るタイプの用言

であ り、格要 素が 省略 され た文 の用 言 は、 「LAN

だ」 の ような名詞述語や、 「所属す る」の ような属

性 を示す用 言 となっている とい う傾向があ りま した。

以 上か ら、この ような タイプの省略格要素の補完 要

素を決定 するためには、用言の意味 を分類 して 、省

略 格要素の補完 要素 をその用言意味属性の関係 か ら

推 測する ことが必 要であ ることが分か りま した。

3.1.2 用 言 意味属性の分類[col

 3.1.1項 で 述べ ま した とお り、従 来 の手 法 では対

処 で きない種類の省略格要素 も、意味情報 を活用す

るこ とに より正 し く補完で きることが期待 され ます。

また、実用的翻訳 システムで取 り扱 える規模 の意味

情 報だけで も正確な省略補完処理 を可能 とす るため

に、用言の持 つ意味 属性 を分類 ・体系化 して 、この

属性 問の関係か ら、省略格要素の補完要素 を決定す

る手法が提 案 されてい ます,,こ こで は、少 ない知識

量で も正確 な省略補完 を行 うため に提案 され た、用

言意味 属性 の体系 を紹介 します,,

 こ こで 紹介す る 日本語 の用r""分 類 では、文献[12]

の 用 言分類 をもとに して、以下の2つ の観点 か ら拡

張 してお ります、,

(1)用 言 が持 つ動的特性

 用 言その ものが持つ意味 による分類:用 言単体 が

明示 され ることに よ り、文脈情報 と して 、どのよ う

な種類の行為がな され、その発話の結果 どの よ うな

状 況にな るか とい う観点で分類、,例えば 、

⑧  「持つ」   : 〈 所 有 〉

  「開 発する」  : 〈 生 成 〉

「持 つ」 とい う用 言はく所有 〉の行為 を行 な うとい

う文脈情 報 を提 示す るの に対 し、 「開発す る」 とい

う用言は、何か をく生成 〉す る行為 を行 なうとい う

事実の文脈情 報 を提 示 します、、

(2)用 言 の格に対す る関係

 用 言の支配する格が用言 に対 して もつ役割 による

分類:格 要素がその用言 とともに明示 され る場合 、

その格要素が文脈の中で どの ような役割 を果たす か

の観点で分類,例 えば、

(9) 「完 成する」→N1が 完 成す る

  : 〈N1を 生 成す る〉

  「開発する」-NlがN2を 開 発す る

  : 〈N1がN2を 生 成す る〉
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 「完 成する」、「開発する」 ともに生成の行為 を示

す 用 言であるが、 「完成する」はN1を 生成す るの

に対 し、 「開発する」はN1がN2を 生 成す ること

を示 します。 この基準で分類 した用 言の概念体系 を

図1に 示 します。

      図1 用 言 意味 属性 体系

川言が持つ動的特性の種類

脚1ト象

状態

了」動

喋1、

灘諜
    物理r白移動

物理的
行動

一 唖
嬢}_[欝

,り「イlrvi移郵,

属桝変化

身体変化

結果

身体動作

利川

結合動曲

生成

消滅 ・破壊

精拍11的移動

u覚 動lt

感†II働{1

思 考動11'

川言の格に対す
る関係
Mが 存1・ す る

Nlがfrfi・ しな い

MIIがNIを 持つ,

保存する
NIとnsの 関係

NIがV

 補 完 要素が省略 箇所の 文とは別の文中にあ る文問

照応 省略 格要素の補完 処理 は、格要素が省略 されて

いる文 と、そこに補 うべ き要素がある文 との意味的

関係 を、前述 の用,室意味属性 の対によ り認定 し、省

略格 要素の補完 要素を認定 します、、このルー ルの ・

部 を表1に 示 します、,

 3,1.1項 で 述べ ました よ うに、新聞 記事 リー ド文

では第1文 が記事 全体 の内容 を概説す る文章構造 を

持 ってお り、第1文 内 の単位 文の格 要素 がそれ以降

の文の省略箇所 に補完すべ き要素となる場 合が 多く

あ ります。 ここで紹 介す る手法で は、この よ うな単

{'NI'1.から起こる位 文を主題単位文 と呼 んで 、この主題単位 文の用 言

     意味 属性 に よって 、以降の 文の省略箇所へ補完すべ

VIがNlか らN5/N:レ ＼

YIが Ψ を移 動 させ る

tiが 、/を も ら う

¥1が も ら)

NI(ト 体)がN2を 利州

NIが 生じる
Mが¥2を 生成 させる

3.1.3 省略補完手法

 表1 用言意味属性による補完要素決定ルール

省略格要素の条件

用言意味属性

所有

思考動作

格

ガ格

ガ格

補完要素の条件

用言意味属性

戸斤イ丁白勺平多重力

& 開始

戸斤イゴrl勺手多重力

& 開始

係関を
1
二

詳細説明

方釘決定

 決定

補完要素

ヲ格

ガ格

き要素を選択 します,、

 例 えば、(1)の 例 文で は、第一 文の解析後 、解析結

果 より主題 単位 文が抽 出 されます、,この例 文では、

第一文が単位 文で構成 され るので、その 文の解析 結

果 が主題 単位 文と して文脈情報保持 部に保持 され ま

す。次 に、第二 文の解析結 果よ り、 「搭 載す る」 と

「予 定だ」の1三語が省略 されてい ることが分 か りま

す、,同 一文内 には それ らの 補完 要素が存在 しないの

で、主題 単位 文中の格 要素が補完要素候 補 とな りま

す、,「搭 載す る」 と 「弄定 だ」の用 言意味属性 はそ

れぞれ'し所有"、"思 考動作"で あ り、主題 単位 文の

用言の用 「㌃意1味属性 は"所 有的移動&開 始"で あるの

で、表1の ルールに より用 言意味 関係 は「詳細説 明」

「方針決定」 が成立 し、主題 単位 文の 目的語 、}三語

がそれぞれの補完 要素とな ります、,

 前 述 しま した ように、用言意味属性 の分類体系 の

属性 値で記述 した省略格 要素の補完要素の決定 ルー

ルを用い ることによって、汎用的 な少ない知識}塾;:で

処 理が実現で きるので 、実用的で分野の限定が 困難

な機械翻訳への応用が 可能 とな ります,,

3.1.4評 価

 本 手 法をNTTの 日 英翻訳 システムALT-J!E[tal「 囲

 Automatic Language Translator - Japanese-to-

English)上 に実現 して、3.1.1項 で 用い た新 聞記 事

を対象 に、2種 類の性 能評価 を行 ない ま した、,まず、

照応解析 ルールを整備 した標 本実験では 、機械 翻訳

の訳出 に必 要な省略 格要素のノぐト(95%)力 玉【Eしく

補完 され ることが 分か りました,,次 に、前述 した実

験で使川 したルールをその まま適用 した別の標 本の

実験 では 、本手法 が適 用対 象とす る文問照応 省1略格
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要素については83%の 補 完要 素がIEし く認定 され ま

した,,さ らに、若干の不足 ルールを追加 した後は、

その正解率 は95%に 向 上 しま した,以 ヒの結果、機

械 翻訳 における本手法の効果が実証 され、省略 され

た格要素の大半が復元で きるとい う見通 しを得 るこ

とがで きました、,

3.2 日本 語省略格要素の文内補完技術(IJ)

3.2.1 照応 解析手法

 接 続語 の タイプ、用言意味属性 、様相 表現の タイ

プの3種 類 の制約 に着 目 して 、同一一一文中 に補完要素

を持つ 省略 格要素の補完要素 を決定す る手法 につい

て、それぞれの制約の有効性 を中心 に解説 します。

(1)接 続 語 による制約

 接 続語 は、省略箇所 と同 じ文内 にあ る補完要素 を

決定す る うえで最 も強力 な制約 とな ります、、これは、

接続語 の タイプに応 じた格の共有 に関す る制約に も

とつ くものです。文献[16]や 文 献圖 で も提案 されて

い ます とお り、日本語の接続語は、格 要素の影響 範

囲 を制限す る ものがあ ります、、例 えば、南は、 日本

語接続語 をA、B、Cの3種 類 に分類 し、主題 「は」

を伴 うハ格 も助詞 「が」 を伴 うガ格 も共有する よう

な 「つつ」や 「なが ら」の ような継続 を示す接続 語

をA類 、ハ格は共有するが ガ格は共有 しない ような

「ので」や 「た ら」の ような条件 を示す接続語をB

類 、ハ格 もガ格 も共有 しない ような 「けれ ど」や 「け

ど」の ような接続語C類 と呼び ま した、、この分類に

よるとA類 の接続語 を伴 う複 文で、 この接続 語をは

さんだ片 方の 単位 文のガ格が省略 され もう片方の単

位 文にガ格が存在す る場合には、 この省略格要素の

補完 要素は もう片方の単位 文のガ格の要素 とな りま

す、,この ような、接続詞の種類に よる格要素の特徴

を、補完要素の決定に活用するこ とがで きます,、

(2)川 言意味属性に よる制約

 省 略格要素又はその補完 要素が、埋 め込 み文又は

引用 文内にあ る場合の文 内省略 補完 は、3.1の 文 間

省略補完技術 と同様 に、埋 め込 み文又は引用 文の 表

現 と文内のその他の表現 との意味的 関係 を認定す る

ことが必 要 とな ります。 この意味解析 に、文中の用

言の川 言意味 属性 が有効 となると期待 され ます,,例

えば、

(10)港 区 は資 本参加す ると (φが)ぼ った,

と 言う表現 では、引用 文の用 言 「参 加す る」 はガ格

の属性 変化を示 し、用言 「言 う」 はガ格の 要素が引

用文の内容 を精神的移動 させ るという用 言意味 属性

を持 ちます。 この ような用言意味属性 の属性 対に よ

って、 この 文は 「助詞ハで主題化 され た要素が属性

変化 を起 こす とい う情 報 をこのハ 格 の要 素 が伝 え

る」 とい う意味 を もつ ことが認定で き、この省略箇

所 の補完要素が 「港区」 となると決定で きます、,

 また、 (1)で 述 べた接続語の タ イプに曖 昧性 を

持 つ接 続語(例 えば、接続語 「て」 は、動作 の様態

を示すA類 の意味 、時間関係や原因 を示すB類 の意

味 、並 列表現 を示すC類 の意味があ る)の 曖 昧性 解

消 に、接続 語前後の用言意味属性が有効 な場 合があ

ります。例 えば 、曖昧性のあ る接 続語 「て」 を含む

文

(11)彼 は 成長 して(φ が)立 派 な紳士 になった。

では、用言 「成長す る」用言 「なる」の用 言意味 属

性 は共に属性 変化であ ることか ら、属性変 化す る こ

とに よって属性 変化す るとい う関係 を示す 文である

と認定 で きるので、原因理由の関係 を示す こ とが決

まります、,これ によ り、用言 「な る」の ガ格の省略

箇 所 の補完 要素 を用 言 「成 長 す る」 のハ 格で あ る

「彼」 と決める ことがで きます、,

(3)様 相 表現 による制約

 様 相 表現 は、省略格要素の文章外補完 要素を決定

す る うえで最 も強力 な制約 とな ります、,この表層 表

現 に よる制約 は、 文内省略補完に も有効 とな ります、,

例 えば、

(12)彼 が 天文 クラブ員なので(φ が)あ の 尾を知っ

ているだろ う、,

とい う表現 では、接 続語 「なので」 がB類 で あるの

で 、同 一文内でガ格の要素が必 ず共有す るとはいえ

ないため、接続 語の タイプのみでは補完要 素が決定

で きませ ん、,しか し、推量 を示す様相 表現 「だろ う」

が用 言 「知る」 に伴 っているので、ガ格は話 者や筆

者以外 の要素が 来る と7'測 で きるので、 「彼」が 補

完 要素 とな ります、,

3.2.2 評 価

 こ こで説明 した 手法 を日英翻訳 システムALT-J/

E[13][14]rに 実 現 して、 日英翻 訳 シス テム評 価 用例

文(3718文)[181中 の 褥bヒ要素 が同 一文 内 にあ る省

略格 要素139件 を 対象 に、解析 ルー ルを整備 し、解

析精度の評ldfik験 を行 なった,.そ の結 果、 ここで述

べた3種 類の制約 条件 を用い た場 合、それぞれの 条

件が 文内補完処理 に有効 に働 き、対 象 とした省略格
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要素が再現 率(補 完が必 要 な省略箇所の内、 正 しく

補完 された ものの割合)98%、 適 合率(提 案手法で

補完 された省略 箇所の内、正 しく補完 された ものの

割 合)100%の 精 度で正 し く補完 で き ま した、,本手

法 を、従来 の代表 的 な手法で あ るCenteringア ル ゴ

リズム[6](再 現 率74%、 適 合率89%〉 と比べ て も、

再現率 、適 合率 共に十分 高こ とがわか りました、、特

に、適 合率100%と 提 案手法で 補完 された ものの全

て は正 しか ったことから、誤 補完 によって本来 の意

味 と違 う訳文が生成 され ることが な く、本手法が機

械翻訳 シス テムでの実現 に適す ることがわか りま し

た。

3.3 日本 語省 略格 要素 の文章外 補完技術[19]

3.3.1照 応 解析手法

 様 相 表現 、用 言意味属性 、接 続語の制約 に着 目 し

て、文章中に補完 要素が明示 されてい ない省略格要

素の補完 要素を決定 し、適切 な英語表現に変換 する

手法 について、3種 類の制約 の有効性 を中心に解説

します。

(1>様 相 表現 に よる制約

 3,2,1(3)項 で 述 べ ました とお り、あ る種 の様

相表現 を伴 う文 では、様 相表現 が省略 格要素の文章

外 補完 要素 を決定す る うえで最 も強力な制約 とな り

ます。例 えば、ガ格 が省略 されている場 合には、様

相表現 「一 したい(φwant to～)」(希 望〉や 「～ し

て ほ しい(wantφto～ 〉」(三人称希望 ・使役)を

伴 うと、省略格 要素 は"1"と 訳 され、様 相表現 「～

して はい けない(φmust not>」(禁 止)や 「～す る

べ き だ(should)」(義 務)を 伴 う と、省 略 箇 所 は

"
you"と 訳 され ます、,この ように、文脈 に よ り文

章内の要素が補完要 素となる場 合以外で 、様相表現

を持つ文で は、 この文中の省略格 要素はその様相表

現 による制約 によって 意 に補完 要素が推定で きま

す、,

(2)用 言 意味 属性 による制約

 用 言 「もら う(get)」 「や る(givc)」 の ような受給

表 現、 「行 く(go)」 や 「来 る(cOme)」 の よ うな 移

動 表現 等は、格要素が省略 されている場合 には様相

表現 が伴 わな くて も補完 要素が決 ま ります,、例 えば、

ガ格が 省略 された場 合 に は、 「もら う (get)」の 補

完 要 素は"i"と 訳 され 、 「来る(cOme>」 の 補完 要

素は"ド 以外(例 えば you )と 訳 され ます、 これ

ら用言 は、筆者 や話 者 とガ格 となる要素 との相対的

関係 を暗 に示 して お り、これらの性 質によ り文章外

補完要素が推定で きます、、また、用 言の種類のみや

様相表現の種類のみで は補完 要素が決 まらな くて も、

用言の種類 と様相 表現の双 方か ら補完 要素が決 まる

場 合 もあ ります、、

 (3)接 続 語に よる制約

 3.2,1(1)項 で 述べ ま した とお り、 日本語 の接

続語 には、接続語 を挟 んだ前後の単 位文において、

1つ の格 要素を両方の単位 文の格要素 として共有す

ることを強制す る ものが あ ります。 この特徴 を利用

して、例 えば 、A類 の接続語 を伴 う複 文において 、

この接 続語 をは さんだ2種 類の単位 文の ガ格が と も

に省略 されてい る場合 には 、様相表現や用 言意味属

性 の制約 によって片 方の ガ格の補完要素が決 まった

場 合、他 方の補完 要素 もそれ と同一であ ると推定 で

きます,,

3.3.2評 価

 本 手法 を 日英翻訳 システムALT-」/E[13】11'1]ヒ1こ実

現 して、 日英翻訳 システム評価用例 文(3718文)【181

中 に 含 まれる補完 要素が文 章中にない省略 格要素 を

対 象に本 手法 の解析精度の評価実験 を行 ない ま した,,

まず 、この文章外 省略 格要素中、出現頻度 の高い5

種 類193件 を 人 手で分析 し解析 ルー ルを整備 し、解

析精度 の評価実験 を行なった結 果、前述 の4種 類の

制約 条件 でその全ての省略 格要素の 補完 要素がil:し

く決定 され ました,そ の結 果を詳細 に分析す る と、

用言意味属性 は、様 相表現 と同 等以fの 効 果を持 つ

とい う結 果が得 られ ました,,ま た、比較的簡 単なル

ー ルだけで も
、高い精度 で補完 要素が決定出 来るこ

とが分か りました、 さらに、前述の例 文中の全 ての

文章外照応省略格 要?r3i1件 か ら自動的 に省略 補完 ル

ール を作成 し解析 精度 を評価 した場1合、省略 補完 ル

ール作成 に活用 した省略箇所 に適用 した場1合(ウ イ

ン ドウテ ス ト〉で99.2%、 省 略補完 ルー ル作成 に活

用 してい ない別の省略箇所 に適用 した場合(プ ラ イ

ン ドテス ト)で も87。6%と い う高い割合で 且Eしく解

析で きる ことが分か りました、,

4.補 完 要 素の翻訳技術[川

 3.で 解 説 した省略 補完技術 によって、省lll各され

た格要素に補 うべ き要素が高い精度で認定 で きる こ

とが分かった と思い ます「 しか し、Ll英 翻訳 システ

ムでは、訳 文が原 文の内容 を反映 して適 切に翻訳 さ
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れてい るかが最 も重要にな ります、,ですか ら、補完

された格要素 を英語 に変換す る場 合に も、その まま

翻訳す るだけでは、英語側 の統語論 的 ・語 用論 的制

約 によって、冗長な表現 となった り、首尾 …貫性が

保たれ なか った りして、適切 な訳語が 得 られ ない場

合があ ります。 ここでは、実際の省略 要素の変換条

件 を目的言語の言語現象別に分類 し、その結果 を元

に提案 された 自然 な訳語 を得るための生成方法 を解

説 します、,

4.1 補 完 格要素訳出法

 補 完 格 要素 を英語 に翻訳 す る際 には 、英 語側 の

様 々な制約 によって その まま翻訳するだけでは不適

切 な表現が あ ります。 これ らの表現 は、補完要素の

訳 出表現別 に次の ように分類で きます。(な お、O

内 の訳文 は補完のみ を行い、 この補完 格要素変換規

則 を適用 しなか った場合の訳 文です。)

(1) 訳 出不 要表現

(1-a)接 続 語の種類 による制約

 特 定 の接続語 を伴 う複文では、接 続語の 前後の格

要素が 同 じ要素 となる場 合、片方の要素 を訳出 しな

い方が 自然 な訳文 となる場合

 制 約 条件:接 続関係の種類

(13)Aは(「Aが 」)Bを 買 収す るためCを 結成す る、,

  "Aorganize B to acquire C.°

  ("Aorganize B so that A acquire C.")

(]4)AはBを 開 発 、(「Aが 」)販 売 を 始 め た,,

 一一一"Adeveloped B and began sales."

  ("Adeveloped B and A began sales.")

(1-b)現 在 分 詞 表 現 に よ る 制 約

動 詞の種類 によ り、補完 した要素を明示せず 、現在

分詞 として主語 の不 要な表現で翻訳 した方が 自然 な

訳 文 となる場Au

  制 約 条件:英 語動詞 の種類

(15)Aは 、(「Aが 」)Bを 利 用 してCを 開発 した,,

 一一"Adeveloped C, using B."

  ("Aused B and A developed C.")

(2)代 名 詞化 表現

(2-a>冗 長 表現 の回避の ための制約

省略箇所 と補完 要素が同.一文か連接す る文にあ らわ

れる場 合に、両方 とも文字通 りに訳す と、冗 長な訳

文 となって しまう場 合、,

  制 約 条件:照 応 要素間の構 文構造関係

(is)A社 はBを 開発 した,、

 (「A社 が 」)2月1日 か ら販 売 を 始 め る 、、

 → "ACorp. developed B."

  "They will begin sales on February l st."

  ("ACorp, will begin sales on February l sビ)

(3)定 冠 詞 付 与 表 現

(3-a>照 応 関 係 明 確 化 の た め の 制 約

省 略 箇 所 と 補 完 要 素 が 同 一 文 か 近 い 文 に あ ら わ れ 、

両 方 と も 文 字 通 り に 訳 す と 、 冗 長 な 訳 文 と な っ て し

ま う が 、 両 者 の 間 に は 他 の 要 素 が 存 在 す る た め 、 後

で 出 現 した 要 素 を 代 名 詞 化 して 訳 す と 、 そ の 代 名 詞

が 何 を 指 示 す る か 曖 昧 に な っ て し ま う 場 合 。

制 約 条 件:照 応 要 素 間 の 構 文 構 造 関 係

(17)A社 はBを 開 発 し た 。

 (「A社 が 」、 「Bを 」)2月1日 か ら 販 売 す る 。

 一一"ACorp. developed B."

  "They will put the B on sale from February l st."

  ("ACorp. will put B on sale from February l st.")

ここで示 しま した変換規則は、上記の よ うに、補完

要素 と被補完要素が含 まれ る構文木の構造 お よび意

味属性 によって記述す ることが出来 ます、,これ らの

制約 を活用す ることに よって、補完 した要素 を英語

で よ り自然な表現で翻訳す ることが 可能 とな ります。

5.お わ りに

 日英機械翻訳での重要 な技術であ る省略 補完技 術

について 、特 に機械翻訳での実現 を考慮 に入れた手

法 を紹介 させていただ きま した。 この省略 補完 を含

めた文脈処理の研究は、機械翻訳へ の応 用に限 らず

近年盛ん に研究 されてお り、例 えば1999年 度 のACL

の 年 次 大会で も多数の特別セ ッシ ョンが組 まれ るな

ど、大変 ホ ッ トな研 究分野です。です か らこ こで紹

介 させていただいた技術以外 も多数 の研究 がな され

てお ります,、今後は この文脈処理技術 に も、他の 自

然言語処理 と同様 に、 コーパ スなどの言語資 産 を活

用 した手法が 多数提案 されて きて 、よ り一層 活発 な

研究が行 われ るようになると予想 され ます,、ですか

ら、興味 をお持 ちの方 にとって は、今後 もこの分野

の研究動向 には 目が離せ ない もの となるで しょう,
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事務局だより

AAMTメ ー リン グ リス ト

 AAMT事 務 局は、2月 初旬に法 人 ・個 人会員、 AAMT委 員 を対 象と した メー リング リス トを開設 いた し

ます,,こ の リス トの使用 を通 し、会員 間、会員 とAAMTと の 連絡 ・交 流を深め てい きたい と思って お りま

す,,メ ー リングリス トメンバーの登録 は、c‐mailア ド レスをお持 ちの 方が対 象とな りますの で、事務局 に

まだア ドレスをご連絡 いた だい てい ない方 は、aamtOOO3@infotokyo.or.jpへ お 知 らせ いただ きます よ うよろ

しくお願いいた します、,

 利 用 方法 と注意 圏飽∫1について は、サ ー ビス開始 の際 にC-lllillで お 知 らせ いた します 、発信 す る内容 は、

委員 会活動 報告、記 事 ・執筆 の推 薦 者の 募集、 ヒアリングのお知 らぜ:弼 務 局か らのrrrや 、 リス トメン

バー か ら投 稿 され た情 報 ・文章です,メ ンバ ーか らの投 稿 は、aamtOOO3@inlbt(⊃ky(, .or.jpで 受 付 け、 AAMT

事 務 局が内容 を確認 後 メンバーへ配 信 します一AAMT委 員 ・会 員の皆 さ まか らの投 稿 をお待 ちしてお ります

一15一



新製品紹介

JICST日 英機械翻訳 システム(成 果公開版)

科学技術振興事業団

t.は じめに

 科 学 技 術 振 興 事 業 団 科 学 技 術 情 報 事 業本 部

(JICST)で は 、これ まで 日本 で発生 した数 多 くの

科学技術情 報を、独 自に開発 した 日英機械翻訳 シス

テムを駆使 して英文 デー タベ ース化 し、世界中 に提

供 して きました。

 JICST日 英 機械 翻訳 システム(成 果 公開版)は 、

その蓄積技術 をパソコ ン用翻訳 ソフ ト(CD-ROM)

と して提 供する ものです。 一般用語 は もちろん、科

学技 術用語 、医学用語 、地 名、機 関名な ど約60万 語

の システム辞書によ り、高品質な翻訳 を支援 いた し

ます()

 特 に 、難 しい専 門用語 が多い科学技術分野で は信

頼性 の高い レスポ ンスが得 られ ます、,

2.特 長

 JICST f3英 機械 翻訳 システム(成 果公開版)は 、

Windows95お よ びWindowsNTヒ で 稼働 します。処

理速度は、15,000語/時 間、辞書数は約60万 語 で、

翻訳処理を行 うため の各種機 能を備 えてい ます。

2.1Windowsで 簡 単に翻訳

 メニューバーか らマウスで クリックす ることによ

り、 ダイレク トに用途 に応 じた機 能を実現 しました,,

翻 訳画面に直接 文章 を入力す るほかに、作成 したテ

キ ス ト形式 文書を直接読み込 むこ ともで き ます,,

2.2 必 要 に応 じた翻訳処理

 文 章を…括 して翻訳す るほかに、 一文単位の翻訳

や、必 要な部分 だけの翻訳 な ど、用途 によって使い

分ける ことがで きます。

2.3 見 や すい翻訳結果

 画 面ノ1側に 日本語 、右側 に英語 を表示 してい るの

で 日 rticと,.):diiの対 応 を とりなが ら翻訳が 可能です、、

翻訳画面中の 日本語 に対応す る訳語 を表示す ること

がで きます,、

2.4約60万 語 の システム辞書

 一 般 用 語 の他 にJICSTシ ソ ー ラス、科学 技 術 用

語、医学用語 、地 名、機関 名な ど約60万 語 の シス テ

ム辞書 を用意 しました。化学 、機械 、電気 、情 報等

の科学技術分野 や、医学分野 に対 して高品質な翻訳

を実現 します,,

2.5 ユ ーザ ー辞書で柔軟 な対応

 シ ステム辞書 とユ ーザ ー辞書 を組 み合わせ て よ り

きめ細や かな翻訳 を実現 します。 人名等 の未登録語

もユ ーザ ー辞書に登録す るこ とによ り、即座 に翻訳

結果 に反映 させ るこ とがで きます。

2.6 文 体 の指定 も可能

 目的の文体 に近 い翻訳結果 を簡単 に得 られ ます,、

例 えば、主語 のない文 につ いては主語 を設定 する こ

とや 、命令 文にす る といった文体 の変更 がで きます,,

3.動 作 環境

 Windows95、 Windows NT(ver.4.0以 降)が 正常

に動作す るパ ソコ ン

 使 用 メモ リ  32MB以 上

 空 きデ ィスク 200MB以 上

 解 像度    800×600以 上 のデ ィスプ レイ推 奨

 販 売flr格   定 価(税 込み)126,000円

(注1)イ ンス トー ル時 にCD-ROMド ラ イブが必

    要 に な ります,,

(注2)ユ ー ザ辞 書に大量の単語 を登録 をす る場 合

    には 、これ以上の デ ィスク容量が必 要にな

    ります

 平 成11年3月 末 まで 、キ ャ ンペ ー ン販 売 価 格

100,800円(税 込 み)で 提 供中です 、,

お問い合わせ先

 科学技術振興事業団科学技術情報事業本部

 情報提供部 ヘルプデスク
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〒102-OOS 1 東 京 都 千 代 田 区 四 番 町5-3

TEL:0120-521022 FAX:0120-521033

URL:http://www.jst.go.jp/announce/

   MTCD/MTCD.html

e‐mail:helpdesk@mr.jst.go.jp
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1.パ ソコンを用いた小規模監視制御システム

0

情報処理分野におけるダウンサイジングという
大きな流れは上下水道施設の監視制御システム
においても例外ではない。

このような状況の中でコス トバフォーマンスに

優れたパソコンを用いた小規模監視制御シスデ
ムを構築した。

パソコンを用いることにより汎用アブリケーシ
ョンソフトウェァを適用することが可能で、グ
ラフィカルな監視や操作性に優れたシスデムと
なる。

また、スタンドアロンなシステムからNTT公
衆回線を用いたシステムまで、ユーザは用途 ・
規模に応じて最適なシステムを選択できる。

英文

躍  韓

  鳶

1. The small-scale supervisory control system
using personal computer.

Large flow of十he downsizing ln the informs†ion

processing fleld ls not†he exception in十he

s」pervrsory con十rol sγs十em of十he wa十 θr and

sewage facil市8S.

The small-scale supervisory control system using

persc)nal compu†er whichmexcellen†in十he

cost-performance in such situation was

constructed.

【十βpossible十 〇dPP!ソ 什1e general-purpose

application software by using the personal

computer. and叶becomes d s》G十em which ls

excellent旧graphical monl十 〇rlng and operability.

And, the user can choose the system which is

optimum in proportion to application and scale to

十he system which used十he Nπpublic tine from

†he s十and■done system.

蹴
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図2 翻 訳 画面 イメーシ
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新製品紹介

英 日翻 訳 ソ フ ト 「EtoJ PRO V5.0」

ロゴヴ ィス タ株式 会社

1.は じめ に

 翻 訳 精 度 を 中 心 に 高 い 評 価 を 頂 い て い る

Logovis【aの 英 日翻訳 ソ フ ト 「EtoJ」 シ リー ズ をバ

ー ジ ョンア ップ し、1998年10月 に バー ジ ョン5.0を

発 売 いた しました。

 「EroJ」シ リーズには、本格的 なプロユー ス向 け

の 「EtoJ PRO V5.0」 とパー ソナ ルユ ーザ向 けの 「EtoJ

PERSONAL V5.0」 な どがあ りますが、こ こでは、

「EtoJ PRO V5.0」 を ご紹 介 させ ていただ きます。

 今 回のバージ ョンア ップでは、プロ グラムを翻訳

エ ンジンお よび各機能単位 に コンポー ネン ト化 し、

多重処理 も可能にな りました。

 また、翻訳 ソフ トで最 も重要 とされ る翻訳精度に

ついて も翻訳エ ンジンの改 良が図 られ、 さらに翻訳

精度が アップ してお ります、、

2.新 機 能

2-1.ホ ー ムページ翻 訳

 プ ロキシ方式 によるインター ネッ トホームペー ジ

の翻訳がで きる ようにな りました。

 翻 訳結果は、 日本語のみ、英語 日本語上下対訳の

いずれかの形式で、原文 レイアウ トをその まま保持

し表示 され ます。

2-2.Word連 携 翻訳

 MSWord97、 MSWord98の メ ニ ュー、 ッー ル ア イ

コ ンにEJ翻 訳機 能 を組 み込 み、 MSWord上 の 指 定

した範囲の英文 を翻訳 し、上書 き、上下対訳 、新規

文書 ウイン ドウ表示の3つ の形式で翻訳結果 を出力

す ることがで きます。

2-3.対 話 型翻訳の拡充

 対 話 型 翻 訳(TranslationAssistant)で は 、翻 訳 を

実行 しなが ら、別訳語 、別解釈 、品詞設定 な どの編

集作業 を並行 して操作 するこ とがで きる ようにな り

ました。

2-4.ユ ー ザ辞書登録機能の拡充

 ユ ーザ辞書の登録が以前 の登録内容 に加え、詳細

な登録がで きるよ うにな りました。

 特 に、動詞 に関す る登録の種類が増 え、例 えば「put

～off」 な どの動詞 と前 置詞 の問 に単 語 が挿 入 され

る複 合語 の登録が で きます。

2-5.後 編 集機能の拡充

 対 話型翻訳 におけるユーザ インタフェー スの改 良

が以 下の よ うな点 に関 して行われ ま した。

・翻訳結果の別解 釈画 面の表示方法 を変更 し、翻訳

結果 の相違 を比較 し易 くしました

・新 たに英和文上 下対訳 表示画面 を追加
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・ッールアイコンのカス タマ イズ表示

3.そ の他 の特長

 「EtoJ PRO V5.0」 は 、様 々な翻訳 ニーズに対応

で きるよう、4つ の翻訳方式がサ ポー トされてお り

ます。

 メ イ ンとなる対話 型翻 訳(TA)は 、英 文 テキ ス

トを読み込み、翻訳、編集、辞書引 きなどを対話形

式 で行 えます。

 ク リップボー ド翻訳は、各種 アプ リケーシ ョン上

のテキス トをコピーす ることによ りクリ ップボー ド

経 由で翻訳 を行 い、ただ ちに翻訳結果 を独 自の ウイ

ン ドウ上に表示 します。

』酬 膿也噛謝一 博>F一齪 麟一鴇鵬"漁一肺

   〈 図一3 ク リ ップボー ド翻訳 〉
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IM

 フ ァ ジーマ ッチ翻訳は、定型的な英文 と和文 を事

例 フ ァイルに登録 してお き、 この事 例 ファイルを使

用 して、次 の ような置換、翻訳が行 え ます、,

 事 例文 に完 全に 一致 する場 合や よく似 ている文 を

登録 された 日本語 文 をベースに数字 、 日付 な どを自

動的 に解析 し、置 き換 えて くれ ます、,

〈例 〉

 事 例 フ ァイル登録文

  Thank you for your offer ofJuly20.

  7月20口 の お申込 みあ りが とうご ざい ます、,

 ___>

  Thank you for youroffer of August 9.

  8月9日 のお申込みあ りが とうご ざい ます、,

 ホ ームペー ジ翻訳 は、ブ ラウザ に表示 された イン

ターネ ッ トホームペー ジの英文 をペー ジ単位に翻訳

します。形式 は、 日本語 のみ、上下対訳 を選べ ます。

フ ァイルー括 翻訳 は、 ファイル単 位に1フ ァイル ま

たは、複数 フ ァイルの翻訳 を一括 して行い ます。複

数 の文 書フ ァイルを まとめて翻訳 したい場 合に大変

便利 な機能 です。

 さ らに、翻訳 精度 を高めるためのユ ーザ辞書登録

編集機能 は、今 回動詞 、形容 詞な どで詳細 登録 がで

きるよ う拡張 され ました。

 また、意 味素性情 報(human(人 問 〉、abstract(抽

象 物)な ど)が 開放 され、辞 書登録時 に意味 素性 を

定義す るこ とで 、よ り精度 の高い翻訳結果 が得 られ

るよ うにな りました。

4.動 作 環 境

・OS Windows98 , Windows95, WindowsNT V4.0

・使 用 メ モ リ   16MB以 上(推 奨32MB以 ヒ)

・ハ ー ドデ ィ ス ク必 要 量      95MB以 ヒ

5.価 格

・EtoJ PRO V5 .0

・EtoJ PERSONAL V5 .0

97,000Fl (手克別D

39,800Fj (税 別)

6.お 問 い 合 わ せ 先

カ テ ナ 株 式 会 社 ソ フ トウ エ ァ プ ロ ダ ク ッ 事 業 部

  TEL O3-3615-4603

  FAX O3…3615…3991

製 品 情 報URL

 カ テ ナ     http:〃www.catena.co.jp!sp1

 ロ ゴ ヴ ィ ス タ http:〃www」ogovista.coJP
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新製晶紹介

㏄Rも 搭載。プロから初心者まで使用できる欲張 りな翻訳 ソフ ト

  The翻 訳 プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル

株式会社 東芝

1.は じめに

 東 芝 は、 「The翻 訳 」 シ リー ズ最 高 機種 と して

Microsoft● オ フ ィスや イ ンターネ ッ トのホ ームペ ー

ジに加 え、印刷 された文書な ど、様 々な翻訳作業 を

可能 に した英 日/日 英翻訳 ソフ ト 「The翻 訳 プロフ

ェ ッシ ョナ ルV4.0」 を発売 しま した。

 The翻 訳 プロ フェ ッシ ョナルは ㏄Rソ フ トを搭

載 したことによ り、印刷 された文書を読 み取 って翻

訳 できます。 さらに、語句 などをマ ウスで指定す る

だけで素早 く翻訳で きる 「クイック翻訳 機能」 や、

クリップボ ー ドに翻訳 したい範囲 をコピーするだけ

で翻訳で きる 「ワンタ ッチ翻訳機能」 を装備 してい

ます。既 に翻訳 され た対訳文書 を登録するだけで、

次 から翻訳 に反映で きる 「翻訳 メモ リ機能」 や、頻

繁 に使 われ る文章 をテンプ レー ト(穴 あ き例文)と

して登録で きる 「パ ター ン翻訳機能」 な どの翻訳支

援 機能 も充実 してい ます。

 加 えて、マ イクロソフ トオフ ィス文書や インター

ネッ ト情 報の翻訳 のため にThe翻 訳 オ フ ィスV1.0、

The翻 訳 イ ンター ネッ トV3.0の 機 能 をフ ル装 備 し、

パー ソナルユ ースか ら業務 まで様 々な用途で活 用で

きます,,

 さ らに、アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)制

定 のユーザ辞書標 準仕様形 式やCSV形 式(Comma

Separated Value Format>の デ ータを翻訳辞書に登録

で きる 「一括登録機能」や 、翻訳辞書へ登録 した方

が良い単語 を既存の文書か ら自動的 に抽 出する 「辞

書構築支援機能」 も搭載 してお り、今 までの翻訳資

産を有効 に活用す ることがで きます,,

(2)翻 訳資産を活用できる 「翻訳メモリ」

 既に翻訳 されている内容 を翻訳資産として活用で

きます。CSV形 式データや対訳データで保存 され

た文書を 「翻訳 メモリ機能」で登録 し、新しく翻訳

する文に適用できます。また既存の翻訳データの応

用範囲が広そうな場合、既存のデータを 「パターン

翻訳機能」を用いて登録すれば、テンプ レー ト(穴

あき例文)と して有効活用できます。

(3)機 械 翻訳 に重要 な辞書作 りをサポー ト

 登 録す る と翻訳結 果が良 くな りそ うな語句 を文書

か ら自動 的に取 り出 し、辞書 登録 をサ ポー トする「辞

書構築支援機 能」 を搭 載 してい ます。対訳文書があ

れば登録 する訳語 の候補 まで 自動推定で きます*3。

 ま た、表計 算 ソフ ト標 準 のCSV形 式 や、 AAMT

制 定 の翻訳 ソフ ト対訳ユ ーザ 辞書標 準仕様(UPF:

Universal PlatForm)の デ ー タを用いて一括 登録す る

こ とも可 能です、,

(4)市 販 辞書 が参照 で きる 「EPWING検 索 」

 言 葉 の意味 を詳 しく知 りたい時や語句 の用例 を知

りたい時 な どには標 準規格EPWING Ver 2の 電 子辞

書 を参照で き ます*4,、 翻 訳者 の用途 に応 じた辞書

を参照す るこ とで効率良 く翻訳 を行 え ます。

(5)ち ょっと翻訳 したい時の 「クイ ック翻 訳」

 画 面上 の語句 にマ ウスカー ソル を近づけるだけで

翻訳 で きる 「クイック翻訳 機能」*5や 、 ドラ ッグ

2.主 な機能

(1)レ イア ウ ト自動認識機 能付 きOCR

 認 識 率99.5%*1のOCR(文 字 認 識)ソ フ ト

ExpressReaderLEに よ り、印刷 され た文 書 を紙 面 か

ら読み取 って翻訳す ることが 可能です,、また、 レイ

アウ トの自動認識機能 を有 し、翻訳結 果に原稿の レ

イアウ トを反映で きます*2,,

       欝   醐漫D篠瓢 劉A謎 譜麟猶繊鞍蟹轡騨 繍 醒 籔繕

撚 燃 漏轍轍 謎瀬 灘藩
        ゼ ・,モ・       1        ①語と句

・               ㌶
        ②ことば.こ(ばの一まとまり.       哩

舗                1

慧          1
無
髄罰聯 噸踏燃翼   ボ    鞭鑑  舶"        ・

図1 EPWiNG辞 書 検索
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した範 囲 をクリップボー ドに コピーす るだけで翻訳

で きる 「ワンタッチ翻訳 機能」で 手軽 に翻訳 を行 う

こ とが で きますU

(6)イ ン ターネッ トやMSオ フ ィスにも対応

 ホ ームペ ー ジや 電子 メー ル*6、 ニ ュー ス*6、

チ ャ ッ ト*3の 翻訳 などが 可能です。ホ ームペ ージ

は 「オー トパ イロッ ト機能」 に よ り指 定時刻 に自動

的に収 集 し翻訳で きます。 また、認証 機能付 きなの

でホームペー ジに設定 されているパス ワー ドに も自

動応 答で きます。

 さ らにWordやExcel、 PowerPoin[● の デ ー タ を、

その まま画面上 で翻訳可 能です。 また一太郎 の画面

か ら も翻訳 で きる他 、テキ ス トフ ァ イルやRTF、

HTML形 式 のフ ァイルも翻訳 で きます。

(7)そ の他の機能

 原文 と訳文を対応付けながら翻訳できる 「対話翻

訳機能」により、一文ずつ確認 しながらA4版 換算

約300ペ ー ジに及ぶ8,0(X)文 を翻訳 、編集で きます、,

 ま た、英 日基本辞書24万 語 と日英基本辞書14万 語

を標準装備 し、他 に最大約20万 語が登録で きるユー

ザ辞書機能 を採用 しているので精度 の高い翻訳がllj

能 で す。 さらに、 オプ ションの専 門用語 辞書 を使用

すれば、 よ り高度 な翻訳結果が得 られ ます。

3.動 作 環 境(全 て 日 本 語 版)

ハ ー ドウ エ ア:PC/AT互 換 機 、 PC98シ リ ー ズ

 CPU :Pentium以 上 推 奨

 DISK :35MB(片 方 向),ExpressReadcrLE 60MB

 MEM :32MB以 上(WindowsNTの 場 合40MB以 ヒ)

ソ フ トウ エ ア:Windows95/98, WindowsNT4.0

連 携 可 能 ツ ー ル:

 WORD95/97/98, Excel95/97, PowcrPoint98,

 Netscape Navigator3.0-4.05, Internet Explorer3.0

 -4.02,Netscape Messenger9.0‐X1.05, Microsoft

 Ou[Look Express4.0, Netscape Collabra4.0-4.05,

 Netscape Conference Text Chat4.0-4.05, Microsoft

 NetMeeting2.0-2.01,一 一太 郎8/9
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図2 ク イック翻訳機 能

     会 1→

z5 こマシン ・サイ ル に、

レジスター'ア レイ内のデータ単ssoe
(11[術諭理演算ユニットに転送され

ます.

お 問 い 合 わ せ 先

 株 式 会 社 東 芝 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

 プ ロ ダ ク ト事 業 部(U3-3957-2725>

製 品 情 報URL:http://ciplazatoshiba.co・JP

カ タ ロ グ ご 請 求 先:hup:〃eiplaza.toshiha.co.JP/

            pcscrvcr/astransacctlg.hUn

1

z

3

During a given machine cycle, a data
rd in the register array's
ansferred to an arBhmefic-logic unrf.

e resuR of the operation performed

bア†he ar賄mefic髄logic un汁 恵

ar窟θrrgd bγ什ie da†d bus bdck 砦o

eregister array and stored in the

lected locafion during fhe same

achine   crcls.

imuHaneously, the contents of a
rogram counter are}rarisferred by a
idiretfional instruction memory bus to

the program memoryto access the
nsfruction to be executed on the

allowing machine cycle.

 i隅理」 ユニットによって 行
されたオペレーションの結果はレジ

スター・アレイにデータバスによっ

て転送され、同じマシン ・サイクル

中に遺択された位置に格納されます

置 に、♪のマシン'サ イ ルで
〒される指示にアクセスするために

プログラム ・カウンターの内容は双
・指示メモリ'バ スでプログラム
・メモリに転送されます.    薫

  鳶 .自げ

*1:当 社 調 べ 。 認 識 率 は 原 稿 の 状 態 で 変 化 し ます,、

*2:一 部 復 元 で き な い 情 報 も あ り ます,、

*3:英 日 ・日 英 双 方 向 が 必 要

*4:文 字 デ ー タ の み

*5:翻 訳 で き な い デ ー タ も あ り ま す,,

*6:英 日 の み

・Microsoft
,Windows, Wind〔)WS NT, PowcrPointは 米

 国 マ イ ク ロ ソ フ ト社 の 米 国 な ら び に そ の 他 の 国 に

 お け る 商 標 で す 。

・PentiumはIntel Corpc)rationの 登 録 商 標 で す 、,

・そ の 他 の 名 称 は 、 各 社 の 商 標 、 登 録 商 標 の 場 合 が

 あ り ます 、,

図3 対話翻訳機能
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国際会議報告

AMTA'98参 加 報 告

水 野 順f(Language Engineering Corporation)

          井 佐 原 均(通 信 総研)

1.は じ め に

 平 成10年10月28日 か ら3日 間 、 米 国 ペ ン シ ル バ ニ

ア 州 ラ ン グ ホ ー ン に お い て 、 ア メ リ カ 機 械 翻 訳 協 会

に よ りAMTA'98(Third Conference of the Association

for Machine Translation in the Americas)が 開 催 さ れ

た 。 今 回 の 会 議 はMachine Translation and the

Information Soup(MT in a growing field of language

technologies)と い う タ イ トル で 行 わ れ た 。 タ イ ト

ル に 「soup」 と つ け る だ け あ っ て 、 多 言 語 間 の 翻 訳

に 大 き な 関 心 が 向 け ら れ て い た 。 た だ し 、 多 言 語 と

い っ て も 、 欧 米 語 の 範 囲 を 越 え る も の は 例 外 と い う

雰 囲 気 は 否 定 で き な い 、、

 会 議 は 、 一一般 発 表 の 他 、Featured Speakersと し て 、

The internation business ofMT

 ‐Gaston Bastiaens(Lernout&Hauspie)

Integrating MT with other technologies

 ‐Louis Monier(Alta Vista)

Situating MT in the Information(Language

 Technology)Soup!

 ‐Gary Strong (National Scicnce Foundation)

MT‐Related technologies

 Information Retrieval

  ‐Gregory Grefenstette Xerox Research)

 Multilingual Text Summarisation

  ‐Jaime Carbonnell Carnegie Mellon University)

The future of the lexicon

  -Pascale Fung (Hong K(川g University of

          Science and Technology)

  ‐Dan Melamed(Univeniry ofPennsylvania)

の7件 の講演 が、 また、パ ネル討論 と して 、

Breaking the Quality Ceiling

          (moderator:David Farwcll)

The forgotten Majority:Neglected Languages

          (modera重or:Laurie Gerber)

The AMTA Seal of Approval

          (moderator:Eduard Hovy)

の3件 が行 われた。

 本 稿 で は 、 会 議 中 に 行 わ れ た 機 械 翻 訳 の 認 証 に 関

す る パ ネ ル 討 論 に 関 連 す る 話 題 に 触 れ た の ち 、 い く

つ か の 発 表 に つ い て 触 れ る 。 な お 本 稿 は 筆 者 ら の 聴

講 し た 部 分 に つ い て の 私 見 で あ る こ と を あ ら か じめ

お 断 り し て お く。 本 会 議 の 論 文 集 は

"M
achine Translation and the Information Soup"

Lec山re Notes in Artificial Intelligence 1529

D.Farwell,L. Gerber and E. Hovy (eds.)Springer

SBN3-54 65159-0

で 入 手 で き る 。

2.バ ネル討論

(1)AMTA SEAL ofApprovaI

 機 械 翻訳で あ るか 否か をAMTAの 認 証 とい う形

で保証で きるか、 とい うテーマ のパ ネル討論 であ っ

た,,昨 年 、 ドイツの展示 会で、単 なる辞書引 きツー

ルを、99ド ル/言 語で いろんな言語 のMTが あ りま

す!と 宣伝 した会 社が ある との ことであ り、この よ

うな会社 に自社の製品 を機械翻訳 だ と言わせ ないた

め に、AMTAで 機 械 翻訳か どうかの 認定 を しよ う

とい う話であ った。米国の 主要な機械翻訳 メーカー

は、 この ような会社の存在 を重大 な問題 だと認識 し

てい るようであ る。実際のパ ネル討論で は、何 を評

価す るのか(品 質か、方式か)と い うことが問題 と

な り、 、Z場に よって意見が分かれた。時間の制約 か

ら ト分 には討論がで きなか ったが、 ともか く、認証

を前向 きに考 え よう とい うこ とで 、 まず はAMTA

が 中 心 とな り、最終 的 にはIAMTで の 認 証 と しよ

うとの結論 となった 、

 このバ ネル討論では、 事前にパ ネラー問でい くつ
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かの話題 につい て メイルで討論 が行われていた。そ

こで話題 となった もの として、 ヒ記の辞書引 きツー

ルの件の他、87年 に中間 言語 方式 のMTで アメ リカ

の特許 を取 った会社があ り、この 会社の代理 人が最

近 、誰かがホー ムペ ージーヒで公開 していたツールに

対 して特許侵害だか ら消せ と言う手紙 を送 った とい

うものがあった。 もちろん、本気で裁判で争 えば、

覆せる内容 の ようではあ るが、 アメリカとい うのは

いろんなこ との起 こる国ではある、,。、,

(2)Breaking the Quality Ceiling

 機 械 翻訳 の性能の限 界を超 えるための手段 を模索

す るパ ネルであ った。 ア メリカだけの学 会で閉 じて

いないで国際的 な連携 を模索すべ き、 とい う意見や 、

機械翻訳の評価法の確立 を目指すべ きだ との意見が

述べ られて いた。

3.一 般発表

(1)Machine Translation in Context

  (Kurt Godden, General Motors)

 機 械 翻訳のユーザの立場か らの発表であ った。 自

動車部品 を比喩 に用いて 、外側は 素晴 ら しいが機能

的 に不 十分 な、"overfcaturcd"と い う評価 ポ イ ン ト

が面 白い。ス タイルなどは気 に しない 、マニ ュアル

を読んで正 しく修理で きれば よい とい うユーザ には、

きめ細やかな インタフェースは不 要とい うのは、同

種の文書 を大量に翻訳す る必要があるヘ ビーユーザ

か らの論 であるが、見落 としが ちな点であ る。

(2)Can Simultaneous Interpretation Help

   Machine Translation(Dan Loehr, Georgetown

   University)

 機 械 翻 訳 が 、 同 時 通 訳 者 か ら 学 び 取 る べ き こ と は

何 か 、 と い う 問 題 提 起 で あ る,,実 際 に 同 時 通 訳 者 に

イ ン タ ビ ュ ー し て 検 討 し て い る 、,個 々 の 単 語 に こ だ

わ ら な い 、 完 全 主 義 を 目 指 す の は 無 理 と心 得 よ 、 ひ

と か た ま りず つ で 捉 え る 、 予 測 せ よ 、 な ど が 得 ら れ

て い る(J結 局 、 深 い 意 味 解 析 と 文 脈 解 析 を 通 し た 、

逐 語 訳 で な い 翻 訳 が 望 ま し い と い う と こ ろ に 落 ち 着

くの だ が 。 、,,,、,機 械 翻 訳 に は 厳 し い 指 摘 で あ る 、

(3)SYSTRAN(m Altavista:AUscr Study OI Real

   ‐Time MT on the Internet(Jin Yang&c Elke

   Lange, SYSTRAN Sot'twarc Inc.)

 イ ン タ ー ネ ッ ト ヒで 無 料 の 翻 訳 サ ー ビ ス を 行 い 、

ユ ー ザ の 反 応 を 調 査 し た 。 大 量 の 翻 訳 テ ス トが で き 、

多 くの 示 唆 が 得 ら れ 、 無 料 だ っ た が ペ イ し た と 考 え

て い る 。 翻 訳 で き る 言 語 ベ ア が 決 ま っ て い る の で 、

い っ た ん あ る 言 語 に 翻 訳 し て か ら 、 さ ら に 別 の 言 語

に 翻 訳 す る 形 に な る 場 合 も あ っ た が 、 そ の 不 便 さ を

訴 え る ユ ー ザ よ り、 そ の よ う な こ と が で き る こ と 自

体 に 感 激 す る ユ ー ザ の 方 が 多 か っ た と の こ と で あ る 、,

概 ね 、 良 好 な 反 応 を 得 た よ う で あ る 、,

(4)Spicing Up the Information Soup:MT and the

   Internet(Steve McLaughlin&Ulrike Schwall,

   Lernout&Hauspie)

 多言 語翻訳 をサ ポー トするとriっ て も、通常 は2

言 語間翻訳 を複 数用 意 していることを指す こ とが多

い、,また、開発す る側 か らす る と、ソース言語 の解

析が最 もコス トが かかる 重要な部分であ るので 、1

つ の言語 を複数のfl語 に翻訳す る1対 多翻訳の 方が

取 り組みやすい、,しか し、通常のユーザ にとっては、

自由 に操 ることがで きる言語 は1つ の 母国語であ る,,

こ こでは、そ ういったユ ーザの 、乞場か らの 多、.亨語翻

訳、つ ま り、 元の δ語が何語であれ、 自分が読みた

い1つ のr;語 に翻訳 して くれ る多対1翻 訳 を提一案 し

ている,.ユ ーザの 、Z場に 疏った、最 も望 まれる 多言

語 翻訳 の形態であ ろ㍉,今 まで、あ まり検 討 されて

こなかったのは、その実現が極めて困難なせいか も

しれないが、あ えてその困難に挑 戦す る姿勢 は評価

で きよう.、

(5)Finding the Right Words:An Analysis of N〔iト

   Translated Words in MT(Florence Recdcr&Dan

   Loehr, The Mitre Corporation)

 翻 訳 さ れ な か っ た 語 を 分 析 し 、 そ れ ら の 多 く が 、

未 知 語 に よ る も の で は な く 、 人 力 エ ラ ー や 入 力 部 分

の 解 釈 の 誤 り な ど に よ る も の で あ る こ と を 確 認 し た 、,

入 力 情 報 に 関 す る 知 識 が あ れ ば 、xll的 な 前 処 理 を 行

う こ と に よ り 多 く の 未 翻 訳 語 を 防 げ る こ と を 提 言 し

て い る あ る 意 味 で 占 い 論 点 で は あ る が 、 電Pメ ー

ル ア ド レ ス 形 式 、HTMLの マ ー キ ン グ 、 多 言 語 間

の ア ル フ ァ ベ ッ ト形 態 の 違 い な ど 、 入 力 情 報 に 関 し
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ての必 要な知識が 多岐 に渡 るようになった点は、現

在の流 れを反映 してい ると言えるだろ う。

(6)Demo ofAlisTranslation Solutions:

   Overview (N. Cote, AlisTechnologies Inc.)

 他 社 で開発 された種 々の翻訳 システム、お よび 人

間に よる翻訳 な ど、 さまざまな選択肢 を駆使 して 、

ユーザに とって最適の翻訳環境 を構築す ることがで

きる よう、各種のツールを提供す る。昨今の ように、

選択肢 が多岐 にわた り、何が必要 なのか、 どう組み

合わせればいいのか、などが必ず しも明瞭で ない よ

うな状況 では、特 に新規 に機械翻訳 システム を使 い

たい とい うユ ーザには便利であ ろう。具体的 にどの

程度の ことがで きるのかははっき りしないが 、翻訳

エ ンジンは 自社では開発せず に、もっぱ らそ れらを

有機的に組み合わせていこ うとい う発想 はユ ニー ク

であ る。

(7)Logos S System Description

  (Brigitte Orliac, LOGOS Inc.)

 この 発表の1三旨は、 メンテナ ンスを容易 にす るた

め に、すべての辞書デー タを関係 データベ ースで書

き直 した とい う点にある。辞書 デー タの処理 はすべ

て終了 したが、文法規則に関 しては計画 はある もの

の 、まだ関係デー タベ ースに書 き直す には至 ってい

ない との ことであった。5年 前か ら検討 を始め 、実

際 にコンバー ジ ョンが始 まったのが1年 前で ある。

非常 に大変な作業で、発表者 は満足感 にあふ れてい

た。ユーザには見えないが 、メ ンテナンスの容易 さ

は、今後 ます ます複雑 になって い く機械翻訳 システ

ムにおいては重要な要素で あろ う。

L8)Improving Translation Quality by Manipulating

   Sentence Length (Laurie Gerber, SYSTRAN

   Systems Inc.; Eduard Hovy, Information

   Sciences Institute, USC)

 文 型 が ま っ た く 異 な る 日英 翻 訳 の 場 合 は 特 に 、 文

の 構 造 を 捉 え る こ と は1つ の 大 き な 鍵 と な る 。1文

中 に 多 くの 述 語 が 出 現 す る と構 文 の 把 握 が 困 難 に な

る た め 、 長 文 に つ い て は 事 前 に 分 割 して よ り よ い 訳

文 を 生 成 で き る よ う に す る 、,前 回 ま で の 試 行 で は 精

度 の 向 ヒが 見 ら れ た が 、 今 回 の 実 験(20語 以 一Lの 文

について分割 を試みる、分割後 の各チャ ンクは7語

以上 であ る こ と、 「～ し(て)」 、「一につ い て」 な

どの出現 箇所で区切 る、等の基準)で はあ まり芳 し

い結果は出なか った との ことで あった、,に もかか わ

らず、聴衆は好意的 な反応 を示 していた。 目的 も方

向性 も間違 ってお らず、必要 なのはよ り優 れた方策

を発見す ることだか らであ ろ う。

 本 発表 を聴いての感想で あるが、 日本電子工業振

興協会が作成中の 日英対訳 コーパスは、 日本政府発

行の 白書 と、その英訳 を対 象デー タとしてお り、英

訳 に際 して、 日本語文が分割 されている。この分割

結果 を用いた場合の翻訳実験 も面 白い と思 われる。

また、シス トランの 日英 ・英 日翻訳 システムのデモ

も行 われてい たが 、真面 目に作 っているこ とを うか

が わせ るものであ った。

(9)AComparative Study of Query and Document

   Translation for Cross‐language IR (Doulas Oard,

   UMIACS, University of Maryland)

 多言 語間の情報検索 につ いての研 究発表であった。

情報 その もの を1つ の言語 に翻訳 した後に検索す る

か、情報検索 コマ ン ドを翻訳 して検索 するかの検討

を行 っている。検索用 の質問文は、特 に短い と、構

文が必ず しも文法的 に正 しい とは限 らないので、あ

まりいい結果 につ なが らない場 合があるが、いずれ

にせ よ、機械翻訳 は多言語 間の情 報検索 に も有意義

な役割 を果たす ことは確か であろ う。

4.お わ りに

 ア メリカ機械 翻訳 協 会で は、AMTA'94、'96、'98

と機 械翻訳サ ミッ トのない年に会議 を開いている。

今 回の会議 にお いて も、一般 発表、パ ネル討論 のほ

か、システムの デモ ンス トレー ションや、最近学位

をとった若手研究者の招待講演 を2件 行 うな ど積極

的 な会議運営 を行 っている。 また、機械 翻訳 システ

ムの認証 につ いて、パ ネル討論 といった公 開の場 で

議論 を行 うなど、認証 自体 の可否は ともか く、機械

翻訳技術 の健全 な発展 および広 報のために非常 に重

要な活動 を率 先 して行 っている、,アジア太平洋機械

翻訳協会の今後の活動 に も多 くの示唆 が得られよう。

」
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事務局だより

協 会 活 動 報 告
  (1998年10月 一12月 〉

運営委員会

市場動向調査委員会

10月28日

11月26日

12月18日

10月2日

11月13日

12月18日

技術動向調査委員会  10月5日

編集委員会

ネットワーク翻訳研 究会

11月13日

12月18日

12月7日

10月8日

11月26日

12月22日

イ ンター ネ ッ トWG 12月10日

MT Summit V皿プ ログラム委員会

           10月30日

           11月27日

MT Summit V皿組 織委員会

           12月18口

AAMT委 員 長懇談会  10月8日

機械翻訳 白書WG   l2月4日

(1)シ ン ガポールサ ミッ トの準備 ② 機械 翻訳 白書の作成

① シンガt一 ルサ ミッ トの準備 ②MT市 場調査へ の取!Lみ

① 第1回 臨時理事会お よびMT Summit W組 織 委員会の報告

② シンガポー ルサ ミッ ト企画 ③MT市 場調査お よび機械 翻訳 白書・

①MT市 場 調査の進め方お よび調査方針

①MT市 場 調査ア ンケー トに関する審議

(技術 委員会 と合同会議)①MT市 場 調査(プ ロバ イダー)の 実施状況

②ユ ーザー向 けMT市 場調査の進め方 ③機械 翻訳白書へ の取組 み

①UPF活 動 成果の活用方法 ② 機械翻訳 白書の作成

③MTサ ミッ トへの取組 み ④'98年 度 下期 活動 予定

① 機械翻訳 白書の作成 ②UPF活 動

(市場 委員会 と合同会議)①MT市 場 調査(プ ロバ イダー)の 実施状況

②ユ ーザー向けMT市 場調査の進め 方 ③ 機械 翻訳 白,lrへ の取糸i協

①AAMT Journal No.24の 反 省 ②AAMT Journal No.25の 企1由i

③AAMT Journal No.26以 降 の新 トピ ック

① ヒア リング(沖 電気松 平正樹 氏)② 今後の活動内容

①」ST提 供の対訳 デー タ評fdfi②HTML文 書 翻訳 ヒの問題点

③ ヒア リング(松 下電器川越睦氏〉

① ヒア リング(ATR柏 岡 秀紀氏)(2)対 訳 デ ータの評価

③HTML文 書 翻訳 一L一の問題点 (41)機暦戎翻訳 白書への取組み

① メー リング リス トの進め 方

①MT Summit W組 織 編成案の確認 ② シンガポー ル出張 幸臨

③ プ ログラム ・展示会の検討

① プ ログラムの検討

①MTSummit VII企 画 書の確認 (2)小 委 員会の設置

④ 機械翻訳白書の作成 ② シンガポ ールサ ミッ トへ の取組み

lD機 械翻訳白書の企画 ・作成 方針 ② 編 集 ・発行スケ ジュー一ル

(1り実 行組 織の設署 と推 進担 当者
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